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１．緒言
　現在，スポーツを実際に「する人」だけではな
く，指導者やスポーツボランティアといった「支え
る（育てる）人」にも着目されている．国際人権
団体のヒューマン・ライツ・ウオッチ1）によると，
2012年に部員に自殺者を出す桜宮高校バスケット
ボール部事件を機に，スポーツ指導の様々な見直し
がされ，日本では，スポーツをする子どもへの，指
導者からの暴力・暴言等の虐待は，減っていると受
け止められている．しかし，現在スポーツをしてい
る子ども及び子どもの頃スポーツをしていた人への
インタビュー調査及びオンラインアンケート調査か
らは，スポーツにおける暴力が憂慮すべき規模で今
も続いていることが明らかとなった．スポーツの現
場で最も思い浮かぶのは体罰のうち暴力であるが，
暴力だけでなく，暴言も選手を傷つけることに繋が
ると考える．そこで，日本バスケットボール協会
（Japan Basketball Association；以下 JBA），イン

テグリティの精神（誠実さ，真摯さ，高潔さ）の則
り，暴力暴言を始めとする，すべてのハラスメント
のないバスケ界を目指し「クリーンバスケット，ク
リーン・ザ・ゲーム ～暴力暴言根絶～」という新
たなメッセージを掲げた．そこで，ゲーム中のコー
チによるプレーヤーへの暴言，暴力的行為に対する
対応方針（ガイドライン）2）が打ち出された．これは，
今まで曖昧に表記されていた声かけのうちの暴言な
どについて，具体的に示されており，一定の基準を
設けてテクニカルファウルの対象として指導者への
罰則が設けられた．具体的な暴言として設けられた
基準は，以下のものが挙げられる．「人格，人権，
存在を否定する言葉」，「自尊心を傷つける，能力を
否定する言葉」「身体的特徴をけなす言葉」「恐怖感
を与える言葉」である．植田3）によると，指導者は
選手にかける言葉によって自尊心をくすぐり，自信
を持たせ，意欲を高めた時に積極的な行動が引き出
されることを経験的に知っている．しかし，実際に
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　今日スポーツにおけるコーチングは多様な競技者やチームを対象に行われており，専門の教育課程
を経ているか否か，資格の有無，自身の競技歴，コーチングの経歴などもコーチによって様々である．
そのため，指導者が指導に必要な知識・技能を十分に習得できていない場合もあり，不適切なコミュ
ニケーションをとってしまっているとの報告も挙げられている．そこで，本研究では，指導者がジュ
ニアバスケットボール選手にどのような声かけ（ポジティブとネガティブ）を行うことで，どのよう
な心理的影響及びパフォーマンスへの影響があるのかについて調査することを目的とした．調査によ
り，ポジティブ声かけは選手に良い影響を及ぼすのはもちろんであるが，信頼関係が構築されていれ
ばネガティブな声かけであってもパフォーマンスは向上し，心理的にもポジティブな影響を与えるこ
とが明らかとなった．しかし，人格否定を含むネガティブな声かけは選手に良い影響を与えないため
ミスの指摘といったネガティブな声かけが望ましい．さらに，今後の課題として選手の性格特性を調
査し選手に合わせた声かけを調査することが望ましいと窺えた．
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は自尊心をくすぐるような肯定的な言葉かけがなか
なかでてこない．つい，非難めいた言葉かけやネガ
ティブな言動になってしまい，選手の練習意欲を低
下させてしまいがちであると述べている．このよう
に，指導者は自分の経験をもとにポジティブな声か
けを心がけたり，反対に自らは厳しい言葉をかけら
れ，功を奏した経験をもとに選手に対して厳しい声
かけやネガティブな声かけを行ったりする．指導者
によって，専門の教育課程を経ているか否か，資格
の有無，自身の競技歴，コーチングの経歴なども様々
である．そのため，指導者が指導に必要な知識・技
能を十分に習得できていない場合もある．したがっ
て，指導者の厳しい声かけやネガティブな声かけが
選手にとって次につながる声かけとなればよいが，
指導者の知識不足であると選手にとって次につなが
らず，練習意欲の低下や競技遂行の低下にもつなが
る．これらのことを踏まえて，これまで以上に指導
者の声かけについて改めて見直す必要があると考え
られる．バスケットボールにおける JBA U12アン
ダーカテゴリー部会全国部会長会議4）では，コーチ
ングテクニックとして指導者に，話し方や言葉を選
びながら，選手の自尊心を大切にすること，選手に
価値ある人間だと思わせることなど，肯定的な指導
を行うことを求めている．Amorose & Horn5）は，
称賛や励ましといったフィードバックが内発的動機
付けと正の関係であり，注意や叱責といったフィー
ドバックおよび無視が負の関係にあると報告してい
る．また，遠山ら6）によると，指導者の肯定的な声
かけは選手のやる気を高め，否定的な声かけ（人格
否定等）は選手のやる気を低下させ，ミスを繰り返
していく原因になりかねないと報告されている．つ
まりいずれも指導者の肯定的な声かけが選手の内発
的動機づけに良い影響を与え，否定的な声かけが選
手の内発的動機づけを低下させていることも指摘し
ている．しかし，Markus & Kitayama7）によると日
本を含む集団主義的な文化においては，懲罰や叱責
のネガティブな声かけよりも褒め賞賛するポジティ
ブな声かけの方が受容されにくく，望ましい効果が
認められにくい傾向にあると報告されている．これ
は，日本人の謙遜の文化が関係していると考えられ
る．他人から身内を褒められると，多くの日本人は
身内を謙遜する．例えば，他人に自分の母親を「き
れいですね」と褒められた時，大抵の日本人は「い
いえ，そんなことありません」と否定する．このよ
うに日本には謙遜の文化が存在することによって，
褒めを素直に受け止められず，褒められることに慣
れていない．このような文化的要因が背景もあり，
山浦ら8）によると，実際，日本企業において上司の

中には，褒めることで部下の作業が緩慢になるなど
の弊害を懸念し，部下を十分に褒めていない者もい
る現状が報告されている．したがって，日本を含む
集団主義的な文化において，必ずしもネガティブな
声かけが全て悪いとは限らないと考えられる．菅野
と水落9）によると否定的であってもその声かけの意
味を理解している，あるいは指導者との信頼関係が
構築されている場合であれば選手はネガティブに指
導者の声かけを受け取らないと報告されている．ま
た，吉川と三宮10）は，相手を肯定する言葉をかけて
も受け手本人が肯定された自分の部分について不満
を担いていれば，その言葉は「否定的」に捉えられる．
逆に「否定的」な言葉をかけても，その問題が相手
の価値観やパーソナリティーからみて「危機」と感
じられたときには学習意欲が喚起されることもある
と報告している．このように指導者のポジティブな
声かけは，選手に良い影響を及ぼすことが明らかに
されているが，ネガティブな声かけは必ずしも悪い
影響ばかりではない可能性があると考えられる．以
上のことから本研究では，指導者の練習中における
声かけの内容（ポジティブとネガティブ）に着目し，
指導者の声かけによるジュニア選手の心理的影響及
びパフォーマンスについて調査することを目的とし
た．

２．方法
２．１　調査対象者及び調査期間
　A 市にあるミニバスケットボールチームに属す
る女子ジュニア選手10名（以下選手と表記する . 平
均年齢10.6±0.7歳），チームの指導者2名（指導者A，
B）．調査期間は2020年9月1日から11月30日の3ヶ月
間とした．計2回の1回目と2回目の調査を行う間に
選手たちが行った練習回数は10回であり，その間に
公式戦は行われていない．
２．２　調査内容
　指導者A，Bには1チーム5名で構成されるAチー
ム，B チームをそれぞれ担当し，普段通りに声かけ
を行ってもらった．A チームと B チームは1クォー
ター6分のミニゲームを2回行った．そして，指導者
A，B の担当するチームを変え同様にミニゲームを
2回行った．ミニゲーム終了後，指導者と選手には
それぞれどのような声かけを行っていたのかを調査
するため下記の内容のオリジナルアンケート調査を
実施した．また，選手のパフォーマンス分析を行う
ためビデオ撮影を行った．
２．３　調査方法
２．３．１　選手
　アンケートの質問項目は，「練習中にどのような
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声かけをされたか」「指導者からの声かけをどのよ
うに感じたのか」である．「練習中にどのような声
かけをされたか」という質問に対して，1）目標を
明確にする声かけ，2）自信をつける声かけ，3）励
ます声かけ，4）評価し，認める声かけ，5）体力面
に関する声かけ，6）技術面に関する声かけ，7）集
中力を高める声かけ，8）細かい注意，9）否定や要
求，10）声かけなしの10項目を「とてもそう思う」
「そう思う」「どちらでもない」「そう思わない」
「とてもそう思わない」の5件法で行った．「指導者
からの声かけをどのように感じたか」の質問に対
して，1）目標が明確になった，2）自信がついた，
3）励まされた，4）評価し承認された，5）集中力
が向上した，6）プレッシャーを感じた，7）緊張が
緩和した，8）不安が軽減した，9）萎縮した，10）
恐怖を感じた，11）理解できなかった，12）頑張ろ
うと思えた，13）挑戦しようと思えたの13項目を5
件法で行った．また，指導者との信頼関係を測定
するために中井と庄司11）が作成した生徒の教師に対
する信頼感尺度（Students’ Trust for Teachers; 以
下 STT 尺度）を教師という単語を指導者に変えて
指導者と選手との信頼関係を調査した．そして，選
手のプレーをビデオ撮影し，パフォーマンス分析
は BasketPlus を用いて行った．BasketPlus とは，
得点やリバウンド，アシストなどのプレーを数値化
するための分析アプリである．バスケットボールの
試合における個人得点や個人のファウルなど，従来
のスコアでは見られない，個人得点の確立やリバウ
ンド数，アシスト数などを細かく個人のパフォーマ
ンス分析を行うことのできるアプリである．国民体
育大会やインターハイ，インカレ等でも使用され
ている．BasketPlus における測定項目は個人得点
（Points；PTS）のうちトゥーポイント（2Points；
2P）・フリースロー（Free Throw；FT），リバウ
ンド（Rebounds；RED）のうちオフェンスリバウ
ンド（Offensive Rebounds；OR）・ディフェンス
リバウンド (Defensive Rebounds；DR），アシスト
（Assists；AST），スティール（Steals；STL），ブ
ロックショット（Block；BLK），ターンオーバー

（Turnovers；TO）である．
２．３．２　指導者
　質問項目は，「練習中に行った声かけ」に対して1）
目標を明確にする声かけ，2）自信をつける声かけ，3）
励ます声かけ，4）評価し，認める声かけ，5）体力
面に関する声かけ，6）技術面に関する声かけ，7）
集中力を高める声かけ，8）細かい注意，9）否定や
要求，10）声かけなしの10項目を5件法で行った．「声
かけを行う際に気を付けたこと」に対する質問には
記述式で回答してもらった．そして，指導者には練
習中の声かけを調査するため，ボイスレコーダーを
携帯してもらい，指導者に焦点をあて，選手のプレー
全体が映るようビデオ撮影を行った．指導者の声か
けについては，録音した指導者の声かけを逐語化し
た．逐語化したもののうち，撮影した映像と照らし
合わせながら，個々への声かけ，または複数への声
かけをカウントし，文は句点で区切り，カテゴリー
ごとに分類した．チーム全体への声かけはカウント
していない．カテゴリーは，澁谷と井上12）が用いた
指導者の声かけの分類をもとにア：指示－直接的，
イ：指示－間接的，ウ：意見・忠告，エ：ポジティブ，オ：
ネガティブ，カ：その他の6項目の内容分析を行った．
そして，菅野と水落9）の研究をもとに「目標を明確
にしてくれる言葉」，「自信をつけてくれる言葉」，「励
ます言葉」，「評価し認めてくれる言葉」をポジティ
ブな声かけに分類した．また，ネガティブな声かけ
は「細かい部分を注意する言葉」，「否定や要求をす
る言葉」をネガティブな声かけに分類した．

３．結果
３．１　指導者との信頼関係
　選手と指導者A・Bとの信頼関係を示した（表1）．
STT尺度における信頼を示す下位尺度の「安心感」，
「正当性」の各得点について，平均値 +0.5SD を高
得点群（以下，高群），平均値－0.5SD を低得点群（以
下，低群），平均値±0.5SD を中間群（以下，中群）
として群分けした．指導者A・Bともに低群に属す
る選手は1名であり，指導者 A・B の低群に属する
選手は同じ選手であり，ほとんどの選手が指導者と

表１　STT 尺度の尺度高低における人数の内訳（％）
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表２　指導者の声かけについて

図１　指導者 A，B が練習中に行った声かけ

 

 

 

 

 

 

 

 

指導者A

指導者B
チームでの約束事ができているか．基本的な動き，ポジションづくりができているか．
個々に与えている課題を実践しているか，実践しようとしているか，正しく実践できて
いるか，それぞれに適した声かけをしている．

マッチアップを見て，どの選手からしかけていってゴールにつながるかを変更した．何
で人を入れ替えたかという意図が分かるか問うたが意図がくみ取れた選手はいなかっ
た．誰のとこから崩していけばゴールにつながりやすいかという「イメージ」「見通
し」がもてるように声をかけた．ゲームのインターバル中は個人に対して対人の細かい
技術について声かけをした．技術が何のためなのか，明らかにすること．試合中の個人
の課題をあきらかにする．「そこ速く」「～に力を入れろ」など意識して欲しいポイン
トを言う．ミスに対しては，「それは○○したいな」などミスしていない場合の自分の
プレー（成功の姿）を意識させる．

指導者の声かけについて

の信頼関係が築かれていた．
３．２　指導者が行った声かけ
　指導者への「どのような声かけを行ったのか」と
いう質問に対し，10項目を5件法で回答した結果（調
査2回の平均）を図1に示した．指導者Aはポジティ
ブな項目での得点が高く，あまりネガティブな声か
けはしていないと回答し，指導者Bは「否定や要求」
といったネガティブな項目での得点が4.0点と高く
ネガティブな声かけも行ったと回答した．指導者A・
B が意識したことや自分が行なったとする具体的な
声かけは以下の通りである（表2）．
３．３　指導者の声かけの内容分析
　声かけの内容分析はボイスレコーダーで指導者の
声かけを録音したものを逐語化し，撮影した映像と
照らし合わせ，声かけの内容分析は，選手名が呼ば
れた声かけ，また撮影した映像から指導者の働きか

けの対象が分かるものに限り行った．声かけの割合
と回数は調査2回分の平均を示す（表3，4）．指導者
A の声かけで最も多いのが「指示－直接的」の49.5
回であり，ポジティブとネガティブのみで比較する
と，ポジティブな声かけの平均回数が17.5回，ネガ
ティブな声かけの平均回数が12.5回と指導者Aが意
識していたようにポジティブな声かけが少し多く，
ポジティブとネガティブの比率はポジティブ：ネガ
ティブ＝約6：4という結果となった．一方で指導者
B は「ネガティブ」が最も多く65.0回，次いで「指
示－直接的」35.0回であった．ポジティブとネガティ
ブの比率はポジティブ：ネガティブ＝約1：9という
結果となった．このネガティブの中には「不細工，
ばか，あほ」といったネガティブな声かけもあり，
主にチーム B の選手に向けた声かけに含まれてい
た．指導者 B としては，人格否定のつもりではな
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表３　声かけの内容分析（指導者 A） 

表４　声かけの内容分析（指導者 B） 

くプレー面に対してのネガティブな声かけだったと
述べていた．また指導者 B の声かけはネガティブ
な声かけの比率が高い反面，指示であったり怒りな
がらであったりするが選手にミスをした際の解決方
法も伝えていた．
３．４　選手による指導者の声かけの受け取り方
　「指導者の声かけをどのように感じたのか」とい
う質問に対して「5：とてもそう」，「4：そう思う」
と回答した選手の割合を示した（表5）．指導者 A
のポジティブな声かけに対し，「5：とてもそう思う」

を選択した選手が多い項目は「頑張ろうという気持
ち」という項目で55.6％であり，次いで「目標が明
確になった」，「挑戦しようという気持ち」の33.3％
であった．他のポジティブな項目でも「5：とても
そう思う」，「4：そう思う」を合わせると半数近く
の選手がポジティブな声かけをポジティブに感じて
いる．また，「プレッシャーを感じた」という項目
において「5：とてもそう思う」を選択した選手は
11.1％であり，少数の選手がプレッシャーを感じて
いた．また，指導者Bのネガティブな声かけに対し，

，
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「5：とてもそう思う」を選択した選手が多い項目
は「頑張ろうという気持ち」の37.5％であり，次い
で「集中力が高まった」，「挑戦しようという気持ち」
の25.0％であった．ネガティブな声かけにも関わら
ず，「目標が明確になった」，「集中力が高まった」，
「頑張ろうという気持ち」，「挑戦してみようという
気持ち」の項目では「5：とてもそう思う」，「4：そ
う思う」を合わせると半数近くの選手がネガティブ
な声かけをポジティブに感じていた．そして，ネガ
ティブな声かけにも関わらずパフォーマンスが向上
した理由として「目標が明確になった」，「集中力が
高まった」，「プレッシャーを感じた」という項目に
おいて半数近くの選手が感じていた． 
３．５　各チーム及び選手のパフォーマンスについて
　本研究におけるパフォーマンスの測定指標は

BasketPlus で測定されるシュート確率やリバウン
ド，スティール，ターンオーバー等であり，選手
の戦術的思考は含まれない．各チームにおけるパ
フォーマンスを示した（表6）．チームAはポジティ
ブな声かけをされた時よりもネガティブな声かけの
方が「シュート確率」，「オフェンスリバウンド数」，
「ディフェンスリバウンド数」，「スティール数」が
多く「ターンオーバー数」が少なかった．チーム B
はネガティブな声かけをされた時「シュート確率」，
「スティール数」が多かった．また，ネガティブな
声かけをチーム A がされた際にチーム A はチーム
B に22.0点差で勝利し，ポジティブな声かけをチー
ムAがされた際には，チームBに勝利したものの6.0
点差しか開かなかった．また，各選手のスタッツを
示した（図2，3）．選手名はプライバシーのため黒

 

 

 

 

 

 

 

 

選手の感じ方 とてもそう思う(%) そう思う(%) とてもそう思う(%) そう思う(%)
目標が明確になった 33.3 55.6 12.5 50.0
自信がついた 11.1 33.3 0.0 37.5
励まされた 11.1 22.2 0.0 37.5
評価し，認めてもらった 11.1 44.4 0.0 25.0
集中力が高まった 11.1 44.4 25.0 25.0
プレッシャーを感じた 11.1 0.0 12.5 25.0
緊張がほぐれた 11.1 22.2 0.0 25.0
不安が軽くなった 0.0 22.2 0.0 25.0
萎縮した 0.0 0.0 0.0 25.0
恐怖心が芽生えた 0.0 0.0 12.5 12.5
頑張ろうという気持ち 55.6 22.2 37.5 37.5
挑戦しようという気持ち 33.3 44.4 25.0 62.5

ポジティブな声かけ(n=9) ネガティブな声かけ(n=8)

 
チームA チームB チームA チームB

指導者 ネガティブ ポジティブ ポジティブ ネガティブ
総得点 32 10 14 8
点差 22 -22 6 -6

2PT（確率） 16(47.0) 5(22.0) 7(43.0) 4(36.0)
STL 9 1 3 8
BLK 5 0 2 0
ORB 4 5 3 3
DRB 8 11 3 5
AST 0 0 0 0
TO 4 18 12 20

1回目 2回目

表５　指導者の声かけに対する選手の感じ方

表６　チームごとにおけるボックススコア
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図２　チーム A における個人スタッツの比較

図３　チーム B における個人スタッツの比較

塗りになっているため選手1～10とする．図2はチー
ム A に指導者 A がポジティブな声かけを行った際
の選手の個人スタッツと指導者 B がネガティブな
声かけを行った際の選手の個人スタッツである．図
3はチーム B に指導者 A がポジティブな声かけを
行った際の選手の個人スタッツと指導者 B がネガ
ティブな声かけを行った際の選手の個人スタッツで

ある．チーム A の各選手をポジティブな声かけを
受けた時とネガティブな声かけを受けた時で比較を
行った．ネガティブな声かけを受けた時，選手1は
「得点」，「シュート確率」，「スティール数」が多く，
選手2は「得点」，「シュート確率」，「リバウンド数」
が多く，「ターンオーバー数」が少なかった．選手4
は「ターンオーバー数」が少なく，選手5は「得点」，「リ
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バウンド数」，「スティール数」が多く，「ターンオー
バー数」が少なかった．チームBの各選手をポジティ
ブな声かけを受けた時とネガティブな声かけを受け
た時で比較を行い，ネガティブな声かけを受けた選
手6は「得点」，「スティール数」が多く，選手7は「ス
ティール数」がポジティブな声かけ時よりも多かっ
た．選手8，10は「スティール数」が多く，「ターンオー
バー数」が少なかった．選手9は「リバウンド数」，

「スティール数」が多かった．チームBの選手はチー
ム A ほどではないが，両チームの選手ともにネガ
ティブな声かけを受けた時パフォーマンスが向上し
ている項目が存在した．

４．考察
４．１　選手を肯定するような声かけ
　指導者 A は自分自身でもなるべくポジティブな
声かけを心がけ，ネガティブな声かけを行わないよ
うに意識したことにより，ポジティブ：ネガティブ
＝約6：4というポジティブな声かけという結果に
なった．指導者 A のポジティブな声かけに対して
多くの選手は「頑張ろうという気持ち」，「目標が明
確になった」，「挑戦しようという気持ち」になった
と感じており，やる気が高まったと見受けられる．
特に，選手のプレーの結果に対してのポジティブな
声かけだけでなく，結果が良いものではくとも，そ
の過程に対する褒めや励ましといったポジティブな
声かけが選手の心理にポジティブに影響を及ぼした
と考えられる．これは，矢澤13）の研究において指導
者のポジティブな声かけは，選手のやる気を高めた
ことが示されたが，本研究でも同様のことが言える
であろう．そしてジュニア選手が誤ったプレーやミ
スをした際に，まずその挑戦に対しての褒めるポジ
ティブな声かけを行い，次に誤ったプレーやミスを
否定や指摘するネガティブな声かけを行い，最後に
次につながるようなポジティブな声かけを行ってい
たことにより，ジュニア選手にとってミスをしたと
いう印象に残るネガティブな出来事に付随してまず
は挑戦に対しての褒めるポジティブな声かけがあっ
たため「頑張ろうという気持ち」になったと感じた
選手が多かっのではないかと考えられる． 
４．２　選手のミス等に対しての否定的な声かけ
　指導者 B に「練習中に行なった声かけ」を尋ね
た際に「否定や要求」といったネガティブな項目で
の得点が4.0点と高くネガティブな声かけも行った
と自分自身でも自覚しており，「チームでの約束事
ができているか．基本的な動き，ポジションづくり
ができているか，個々に与えている課題を実践して
いるか，実践しようとチャレンジしているか，正し

く実践できているか，それぞれに適した声かけをし
ている．」と述べている．これらのことより指導者
B は「できているかどうか」といったポイントに焦
点を当てていたため，「技術面に関する細かい注意」
や「否定や要求」の得点が高くなったと考えられる．
したがって，ポジティブ：ネガティブ＝約1：9と
いったネガティブな声かけという結果となったのだ
と考えられる．しかし，指導者 B はネガティブな
声かけを行っていたにも関わらず，選手は「頑張ろ
う」などポジティブに指導者の声かけを受け取って
いた．これは，選手と指導者 B との信頼関係が築
かれていること，選手自身が指導者 B の性格特性
を理解していることが考えられる．そして，指導者
B が選手の誤ったプレーやミスに対してネガティブ
な声かけを行った際，怒りながらであっても解決方
法を一緒に伝えているからではないかと考える．ま
た，チーム A はポジティブな声かけ時よりもネガ
ティブな声かけ時の方が「シュート確率」，「オフェ
ンスリバウンド数」，「ディフェンスリバウンド数」，
「スティール数」が多く「ターンオーバー数」が少
なく，パフォーマンスが向上していた．ネガティブ
な声かけにも関わらずパフォーマンスが向上した理
由として「目標が明確になった」，「集中力が高まっ
た」，「プレッシャーを感じた」という項目において
半数近くの選手が感じており，そのため良い緊張感
を持ってミニゲームを行えていたためだと考えられ
る．しかし，ネガティブな声かけの中に「不細工，
ばか，あほ」といった人格否定といったネガティブ
な声かけもあり，これは主にチーム B の選手に向
けた声かけに含まれていた．これらのネガティブな
声かけに，チーム B の選手も強くネガティブな印
象が残っていたと回答していた．そして，ポジティ
ブな声かけ時よりも「萎縮した」，「恐怖心が芽生え
た」と感じた選手が多かったため，いくら選手と指
導者の信頼関係が築かれていてもネガティブな声か
けが多すぎることや人格否定が含まれたネガティブ
な声かけは選手の心理的状況にネガティブな影響を
及ぼすことが示唆された．また，人格評価は遠山ら6）

の研究において，スポーツの指導者による選手への
人格評価は同じミスを繰り返さないという態度や見
込みが見られないとしており，ミスをした場面での
声かけとして適切でないことが示された．この指導
者 B における人格否定等の声かけは遠山ら6）の研究
における人格評価と同様の声かけであり，本研究で
も指導者 B の人格否定の声かけに対して選手はネ
ガティブに感じており，同じミスを繰り返さないと
いう態度や今回のミスを次に活かすといった見込み
を高めないという同様の結果が示された．
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４．３　指導者の声かけ
　指導者の声かけの内容としてポジティブな声かけ
を行った指導者 A もネガティブな声かけを行った
指導者 B もともに直接的な指示が多い結果となっ
た．これは日本バスケットボール協会14）によるバス
ケットボールが「ハビット（習慣）ゲームといわれ
る半面，ミスのスポーツとも呼ばれている．バスケッ
トボールは特性やルールによって動きなどが制限さ
れているため，極めてミスが発生しやすいスポーツ」
と言われていること，そしてジュニア選手（小学生）
は育成年代であるためミスや分からないことも多い
ことが考えられる．また，本研究におけるポジティ
ブな声かけに対して選手の心理的影響は「頑張ろ
うという気持ち」，「目標が明確になった」，「挑戦し
ようという気持ち」というように指導者のポジティ
ブな声かけがプラスに影響し，選手がミス等をして
しまってもそのようなミスを次に活かす態度が見込
める結果となったと考えられる．しかし，ネガティ
ブな声かけ時における選手の心理的影響は，指導者
のポジティブな声かけ時と同様に「頑張ろうという
気持ち」が高まっており，選手にポジティブな影響
を与えていた．また，パフォーマンスが低くなるこ
ともなくむしろ選手がポジティブな声かけを受けた
時よりも向上しており，ネガティブな声かけをネガ
ティブに受け取っていなかった．これは Markus & 
Kitayama7）による日本人の文化的背景より，懲罰や
叱責のネガティブな声かけよりも褒め賞賛するポジ
ティブな声かけの方が受容されにくく，望ましい効
果が認められにくい傾向にあるとされていたことと
同様のことがいえるのではないかと言える．した
がって，指導者と選手との信頼関係が構築されてい
ればネガティブな声かけが必ずしも良くない声かけ

ということではないと考えられる．ただネガティブ
な声かけが一概に良いというのではなく，ネガティ
ブな声かけの内容としてミスの指摘といった声かけ
であり，さらに怒りながらであっても次につながる
ような解決策等を伝える声かけであれば選手の心理
的影響にもパフォーマンスにもポジティブに影響す
るのではないかと考える．ここで気をつけたい事と
して，人格否定が含まれたネガティブな声かけは選
手にネガティブな印象をもたらし，パフォーマンス
も向上せず，競技不安や自信喪失，バーンアウトに
つながりかねない．これらのことより，育成年代で
あるジュニア選手はミスや分からないことも多く，
我が国の文化的背景も鑑みると，指導者がポジティ
ブな声かけを心がけることも大切であるが，誤った
プレーや何か間違った事をした際にはミスの指摘等
のネガティブな声かけを行ない，選手に気づかせる
ことも重要であると思われる．そして，ミスを次に
活かす事の出来るようなアドバイスも同時に伝えら
れると選手の心理的影響及びパフォーマンスにポジ
ティブな影響を及ぼすと考えられる．

５．今後の課題
　本研究では指導者の声かけに着目しており，選手
の性格特性を調査していなかったため指導者 A の
ポジティブな声かけにも関わらず「プレッシャーを
感じた」という選手が存在した結果に対して十分な
分析が行えなかった．今後の研究ではジュニア選手
の性格特性を調査すること，さらにポジティブ：ネ
ガティブの比率が変化することによる選手の心理的
影響の変化やパフォーマンスとの関連を調査するこ
とが指導者の声かけを行なう際の指標に役立つと考
える．
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　調査は，対象チームの指導者及び保護者，ジュニア選手に承認を得た上で実施した．また，質問紙には研究目的，内
容，手順，利益，不利益について明記し，実施時には調査対象者に対して口頭でそれらについて説明した上で調査への
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Abstract

　Coaching in sports today is aimed at a diverse range of athletes and teams, with coaches varying in factors 
such as whether they have undergone specialized training programs, possess qualifications, their own athletic 
backgrounds, and coaching experiences. Consequently, reports indicate that some coaches may lack the necessary 
knowledge and skills for effective coaching, resulting in inappropriate communication practices. Therefore, this 
study aims to investigate the psychological and performance effects of the types of verbal encouragement (both 
positive and negative) coaches employ with junior basketball players. The investigation revealed that while positive 
encouragement has positive effects on players, performance can improve even with negative encouragement if a 
foundation of trust is established, leading to positive psychological impacts as well. However, negative words containing 
personal criticism don’t yield favorable results, making constructive criticism more desirable. Additionally, it was 
suggested that future research should explore players’ personality traits to tailor verbal messages accordingly.
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